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	   報 告 者
	クラブ　　江の島　　　　　学年　中学３年　　　氏名　中間浩平　　    

	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	気温、水温

ウエアについて


	すごい暑さとスコール。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	タイの海は、日本の海とはかなり違った特性をもった海だと感じました。

タイに行ったことのある人達から聞いてはいましたが、それでも驚くくらい潮が強く、流れが速かったです。

チームのみんなも「まるで川みたい」と言っていました。

自分がレースで走っているときは、まわりも一緒に流れているのでよく分かりませんが、アンカーをうった船でとったビデオを見てみたら、タックをしたり、止まったりした船が、すさまじい勢いで画面から消えていってびっくりしました。

それほど潮が強いので、マークを回るときもかなりオーバーセールをしないと絶対マークタッチしてしまいます。

日本でも潮が強いときはオーバーセールをしてマークを回りますが、その２・３倍くらいオーバーセールをしなければいけなかったので、最初は感覚がつかめずなかなかうまくマークを回れませんでした。

潮の他にも、すごい暑さで体力をうばわれたり、突然スコールがきてレースが中止になったりと自然環境に悩まされました。

	　セッティングで

注意したこと
	風にあわせてセットすること。

	　セーリングで

　注意したこと


	潮の流れ。

	　海上で練習した

こと
	すべりの練習。


	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	外国の選手たちに比べボートスピードが良くなかった。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	強い潮の中でむずかしかった。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	潮の流れがむずかしかった。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	外国の選手たちは同じ中学３年生もいましたが、年下の選手がたくさんいてびっくりしました。

しかし、いざレースが始まるとどんどん差をつけられて、せり合っているときもすぐに追い抜かれました。

日本では、風がないレースでも年下の子にせり負けるということがあまり無かったので、かなり焦りました。

さらに、相手をブランケに入れていてもすぐに頭を出され、こっちがブランケに入れられるというパターンが何回も続き、そこで自分と外国の選手の実力の差を強く感じました。

外国の選手について僕が感じたのは、手先がとても器用で、裏風をどんな時も入れないのは当たり前で、近くで見ないと分からないような細かいトリムなどの細かい作業をやっていたように見えました。

そういう小さなことの積み重ねで、差をつけられたということがあったのではないかと思いました。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	チームレースの練習

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	スタート練習

	　印象に残った

外国選手は？

　
	特にありません。

	　今後の課題と

　目標は？
	今回の初めての海外遠征で、日本では知ることのできないことを知り、たくさん良い経験をして、さらに外国の友達もたくさんつくれました。

レースの結果はあまり良くありませんでしたが、この貴重な経験をこれからのセーリングに活かしていきたいと思います。

	　ＪＯＤＡへの要望
	特にありません。

	　

その他


	特にありません。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

